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予 算 額 収 入 額 比率(％)

1,129,279,000 533,312,988 47.2 (うち仮受消費税) 43,625,013

1,024,308,000 480,571,371 46.9 (　　　〃　　　) 43,612,785

104,970,000 52,741,617 50.2 (　　　〃　　　) 12,228

1,000 0 0.0 (　　　〃　　　) 0

※営業外収益中、長期前受金戻入については、年間予算額の２分の１を計上しました。

予 算 額 支 出 額 比率(％)

993,261,000 409,925,909 41.3 (うち仮払消費税) 17,597,241

975,661,000 406,648,888 41.7 (　　　〃　　　) 17,588,538

11,935,000 3,181,277 26.7 (　　　〃　　　) 0

165,000 95,744 58.0 (　　　〃　　　) 8,703

5,500,000 0     　 -

※営業費用中、減価償却費については、年間予算額の２分の１を計上しました。

予 算 額 収 入 額 比率(％)

462,499,000 59,282,040 12.8 (うち仮受消費税) 3,811,340

200,000,000 0 -

262,499,000 59,282,040 22.6 (　　　〃　　　) 3,811,340

予 算 額 支 出 額 比率(％)

799,551,000 81,212,872 10.2 (うち仮払消費税) 4,855,462

790,563,000 76,731,145 9.7 (　　　〃　　　) 4,855,462

8,988,000 4,481,727 49.9

備 考科 目

　　イ　資本的収入及び支出

予 備 費

備 考

（単位：円）

科 目

第1款

営 業 収 益

特 別 損 失

令和４年度水道事業会計（上半期）

（単位：円）  （収　入）

  （支　出） （単位：円）

１　経理の状況

事 業 収 益第1款

第2項 営 業 外 収 益

（１）業務の状況（税込）

　　ア　収益的収入及び支出

第4項

備 考

第1項 営 業 費 用

第2項 営 業 外 費 用

第3項

第1項

資 本 的 収 入

  （収　入）

企 業 債

第1款

第2項

第1項

工 事 負 担 金

第1項 建 設 改 良 費

備 考

（単位：円）

科 目

第1款

第3項 特 別 利 益

事 業 費 用

資 本 的 支 出

科 目

  （支　出）

第2項 企 業 債 償 還 金
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　　　上半期分（令和4年4月1日～令和4年9月30日）

(１) 425,242,831

(２) 受託工事収益 131,610

(３) 11,584,145 436,958,586

(１) 242,886,694

(２) 123,000

(３) 総係費 9,140,656

(４) 136,910,000 389,060,350

47,898,236

(１) 5,283

(２) 46,768,000

(３) 5,956,106 52,729,389

(１) 2,963,893

(２) 217,384 3,181,277 49,548,112

97,446,348

(１) 87,041 87,041 △ 87,041

97,359,307

122,731,494

その他未処分利益剰余金変動額 0

220,090,801

※減価償却費については、年間予算額の２分の１を計上しました。

※長期前受金戻入については、年間予算額の２分の１を計上しました。

　　営業利益

　　経常利益

３　営業外収益

前年度繰越利益剰余金

当年度未処分利益剰余金

当年度純利益

雑収益

支払利息及び
企業債取扱諸費

受託工事費

過年度損益修正損

減価償却費

５　特別損失

長期前受金戻入

雑支出

受取利息及び配当金

４　営業外費用

（２）損益計算書（税抜）

２　営業費用

配水及び給水費

１　営業収益

給水収益

その他の営業収益

（単位：円）
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　　　資産の部 （単位：円）

178,978,608

9,925,450

△ 5,936,450 3,989,000

12,465,762,256

△ 5,997,570,275 6,468,191,981

259,658,435

△ 205,413,187 54,245,248

11,631,435

△ 11,031,250 600,185

69,673,088

△ 22,442,535 47,230,553

6,753,235,575

1,265,400

1,265,400

6,754,500,975

２　流動資産

811,114,331

14,472,439

△ 354,207 14,118,232

1,355,640

25,181

22,957,573

849,570,957

7,604,071,932

現 金 預 金

(２)

(１)

未 収 金

(５)

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産 合 計

ア 電 話 加 入 権

無形固定資産合計

カ 工具器具及び備品

減 価 償 却 累 計 額

無 形 固 定 資 産

資 産 合 計

(３) 貯 蔵 品

(４) 概 算 払

仮 払 消 費 税

流 動 資 産 合 計

（３）貸借対照表（令和4年9月30日現在）

１　固定資産

(１) 有 形 固 定 資 産

ア 土 地

イ

構 築 物

減 価 償 却 累 計 額

エ 機 械 及 び 装 置

減 価 償 却 累 計 額

建 物

減 価 償 却 累 計 額

ウ

オ 車 両 運 搬 具

減 価 償 却 累 計 額

有形固定資産合計

(２)
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　　　負債の部 （単位：円）

907,578,833

ア 22,455,290

引 当 金 合 計 22,455,290

930,034,123

4,505,737

2,383,920

(３) 9,156,854

41,160,466

47,436,353

104,643,330

ア 19,063,354

　　収益化累計額 △ 3,139,824 15,923,530

イ 68,461,955

　　収益化累計額 △ 55,885,836 12,576,119

ウ 4,142,589,647

　　収益化累計額 △ 1,869,895,233 2,272,694,414

エ 76,781,826

　　収益化累計額 △ 14,548,118 62,233,708

2,363,427,771

3,398,105,224

　　　資本の部 （単位：円）

17,800,646

747,568,613

2,812,239,712

3,577,608,971

3,577,608,971

95,068,288

1,198,648

96,266,936

30,000,000

282,000,000

220,090,801

532,090,801

628,357,737

4,205,966,708

7,604,071,932

(２) 未 払 金

３　固定負債

(１) 企 業 債

(２) 引 当 金

退 職 給 付 引 当 金

(４) 預 り 金

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債 合 計

４　流動負債

(１)

仮 受 消 費 税(５)

前 受 金

企 業 債

５　繰延収益

国庫補助金長期前受金

県費補助金長期前受金

工事負担金長期前受金

繰 延 収 益 合 計

受贈財産評価額長期前受金

負 債 合 計

６　資本金

(１) 自 己 資 本 金

ア 固 有 資 本 金

イ 出 資 金

ウ 組 入 資 本 金

自 己 資 本 金 合 計

資 本 金 合 計

７　剰余金

(１) 資 本 剰 余 金

ア 工 事 負 担 金

資 本 剰 余 金 合 計

イ 受 贈 財 産 評 価 額

(２) 利 益 剰 余 金

ア 利 益 積 立 金

イ 建 設 改 良 積 立 金

ウ 当年度未処分利益剰余金

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計
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２ 事業の概要 

（１）営業について 

令和４年度上半期（令和４年４月～令和４年９月）における有収水量は 305 万 3 千㎥であり、前年度と比

較し、2万 2千㎥の減で 99.3％となりました。 

  収益的収支の収入は、事業収益が予算額 11 億 2,927 万 9 千円に対して、5億 3,331 万 3 千円で 47.2％の執

行率となり、そのうち水道料金収入は 4億 6,774 万円で、口座振替加入率が 86.0％となっております。 

  支出では、事業費用として予算額 9 億 9,326 万 1 千円に対し、執行額は 4 億 992 万 6 千円で 41.3％の執行

率となっております。 

  資本的収支は、収入 5,928 万 2 千円に対し、支出は 8,121 万 3 千円となっております。 

  給水業務については、新規給水申込が 144 件で、前年同期の件数と比較すると 19 件の減となりました。 

  下半期についても一層の経費削減に心掛け、健全経営に努めてまいります。 

 

区分 単位 令和３年度上半期 令和４年度上半期 増減（△減） 

給水戸数 戸 24,281 24,644 363 

給水人口 人 59,166 59,196 30 

配
水
量 

総配水量 ㎥ 3,481,321 3,397,669 △83,652 

一日最大配水量 ㎥ 20,640 20,473 △167 

一日平均配水量 ㎥ 18,920 18,466 △454 

有収水量 ㎥ 3,074,883 3,052,849 △22,034 

 

 

（２）改良工事について 

  今年度としましては、第４次水道整備実施計画に基づく事業として、水道施設更新事業では河北配水場の

配水ポンプ用発電機設置工事及び場内整備工事に 9,265 万 3 千円、基幹管路耐震化事業では河北配水場から

の基幹管路の耐震化に伴う更新（令和４、５年度継続事業）に 1 億 6,720 万円、経年化管路更新事業では給

水区域内各地の配水管更新に 2 億 3,865 万 6 千円、下水道工事等の支障移設等では 1 億 6,665 万円、合わせ

て 6 億 6,515 万 9 千円を予算計上しています。 

  上半期の状況としましては、4億 9,267 万 9 千円を発注し、執行率は 74.1％となっています。 



（３）主な請負契約工事の内容 ※（　　　）内は継続事業全体の金額   

　　ア　建設改良工事等（丹羽広域事務組合少額工事事務取扱基準適用工事を除く）

工　　事　　名 工　事　内　容

　　イ　配水管新設工事（丹羽広域事務組合少額工事事務取扱基準適用工事を除く）

工　　事　　名 工　事　内　容

庁舎内換気設備工事 庁舎内換気設備工事～一式

新宮一丁目地内配水管支障移設工事 HPPEPφ75他　L=82.037ｍ

高雄字下野地内配水管支障移設工事 HPPEPφ50他　L=39.734ｍ

河北配水場場内整備工事 解体工事～一式、舗装工事～一式

高雄字下山地内配水管支障移設工事 HPPEPφ50他　L=179.000ｍ

高雄字中海道地内配水管支障移設工事 HPPEPφ50他　L=179.476m

秋田三丁目地内配水管更新工事その2 HPPEPφ100他　L=416.232m

秋田三丁目地内配水管更新工事 HPPEPφ100他　L=267.933m

御供所二丁目地内配水管布設工事その2 HPPEPφ100他　L=213.150m

さつきケ丘二丁目地内配水管支障移設工事 HPPEPφ50他　L=68.870m

河北配水場配水ポンプ用発電機設置工事 配水ポンプ用発電機設置工事～一式

上小口二丁目地内基幹管路更新工事 DIP.NSφ500他　L=300.890m

下小口七丁目地内配水管更新工事 HPPEPφ75他　L=595.611m

下小口七丁目地内配水管更新工事その2 HPPEPφ100他　L=88.692m

高雄字北東川地内配水管支障移設工事 HPPEPφ75他　L=327.743m

高雄字突田地内配水管更新工事 SUSφ250他　L=47.013m

高雄字北東川地内配水管支障移設工事その2 HPPEPφ75他　L=415.879m

城屋敷一丁目地内配水管更新工事 HPPEPφ50他　L=30.712m

中小口四丁目地内配水管更新工事 HPPEPφ100他　L=87.226m

高雄字南郷地内配水管更新工事 SUSφ200他　L=46.632m

南山名字仲畑地内配水管新設工事№346 HPPEPφ50　L=47.441m

斎藤字北山地内配水管新設工事№298 HPPEPφ50　L=40.100m

高雄字道塚地内配水管更新工事 DIP.GXφ250他　L=131.985m

竹田三丁目地内配水管支障移設工事 HPPEPφ50他　L=181.570m

竹田二丁目地内配水管新設工事№100 HPPEPφ50他　L=118.127m

豊田二丁目地内配水管新設工事№304 HPPEPφ75　L=115.318m

高木字稲葉地内配水管新設工事№先1他 HPPEPφ100他　L=117.767m

高木字福地内配水管新設工事№91他 HPPEPφ50他　L=43.950m
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工事費(円) 着手年月日 完了年月日 備　考

工事費(円) 着手年月日 完了年月日 備　考

R4. 9.30

3,300,000 R4. 4.15 R5. 1.17

3,498,000 R4. 4.15 R4. 8. 5

R4. 7.29

6,435,000 R4. 4.18 R4. 7.19

13,321,000 R4. 4.15

2,376,000 R4. 4.15

R4. 7.25

34,584,000 R4. 4.19 R4. 9.30

6,776,000 R4. 4.19

R4. 9.30

9,053,000 R4. 5.11 R4.12.20

24,387,000 R4. 4.21

R4. 9. 2

66,000,000 R4. 5.17 R5. 3.17

3,047,000 R4. 5.16

R6. 3.15

15,510,000 R4. 6.10 R5. 2.28

　　　　　 167,200,000
　　　　　 (324,500,000)

R4. 5.25

R4.11.14

21,615,000 R4. 6.23 R5. 2.20

4,235,000 R4. 6.21

R5. 3.15

20,427,000 R4. 7.26 R5. 2.28

36,520,000 R4. 7.26

5,423,000 R4. 9. 6

29,040,000 R4. 8. 3 R5. 3. 8

1,738,000 R4. 8.19 R4.10.31

R5. 2.278,140,000 R4. 9.26

R5. 1.20

8,745,000 R4. 9. 7 R5. 1.16

1,749,000 R4. 5. 9 R4. 7.29

1,870,000 R4. 5. 9 R4. 7.29

4,070,000 R4. 5.10 R4. 8.31

7,106,000 R4. 5.17 R4. 7.29

2,673,000 R4. 9. 6 R4.11.21

4,609,000 R4. 9.22 R4.12. 9
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３　業務

（１）事業収入に関する事項

※長期前受金戻入については、年間予算額の２分の１を計上しました。

（供給単価）

円（消費税相当額抜き）

㎥

円（消費税相当額抜き）

㎥

（２）事業費用に関する事項

※減価償却費については、年間予算額の２分の１を計上しました。

（給水原価）
　　　総費用　　　　　受託工事費　　　　特別損失　　   長期前受金戻入　

   384,594,742円 － (　　       0円 ＋     80,803円  ＋ 45,189,500円 )

　有収水量 ㎥

　　　総費用　　　　　受託工事費　　　　特別損失　　   長期前受金戻入　

   392,328,668円 － (　　 123,000円 ＋     87,041円  ＋ 46,768,000円 )

　有収水量 ㎥

0 217,384 217,384 皆増 217,384雑 支 出

過 年 度 損 益 修 正 益 91 0 △ 91 皆減 0

特別利益 91 0 △ 91 皆減 0

（単位：円、税抜）

（単位：円、税抜）

受 託 工 事 費 0 123,000 123,000 皆増 135,300

受 託 工 事 収 益 0 131,610 131,610 皆増 144,771

事 項
令和３年度

上半期
令和４年度

上半期
比 較 備 考

増減(△減) 比率（％） (消費税込金額)

営業収益 407,263,709 436,958,586 29,694,877 107.29 480,571,371

給 水 収 益 396,311,055 425,242,831 28,931,776 107.30 467,739,722

そ の 他 の 営 業 収 益 10,952,654 11,584,145 631,491 105.77 12,686,878

営業外収益 50,058,114 52,729,389 2,671,275 105.34 52,741,617

受取利息及び配当金 10,225 5,283 △ 4,942 51.67 5,283

長 期 前 受 金 戻 入 45,189,500 46,768,000 1,578,500 103.49 46,768,000

計 457,321,914 489,687,975 32,366,061 107.08 533,312,988

令和３年度上半期
給水収益 396,311,055

＝ 128.89 円
有収水量 3,074,883

令和４年度上半期
給水収益 425,242,831

＝ 139.29 円
有収水量 3,052,849

事 項
令和３年度

上半期
令和４年度

上半期
比 較 備 考

増減(△減) 比率（％） (消費税込金額)

営業費用 382,103,963 389,060,350 6,956,387 101.82 406,648,888

配 水 及 び 給 水 費 237,760,365 242,886,694 5,126,329 102.16 260,445,657

総 係 費 9,923,098 9,140,656 △ 782,442 92.11 9,157,931

減 価 償 却 費 134,420,500 136,910,000 2,489,500 101.85 136,910,000

営業外費用 2,409,976 3,181,277 771,301 132.00 3,181,277

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

2,409,976 2,963,893 553,917 122.98 2,963,893

特別損失 80,803 87,041 6,238 107.72 95,744

過 年 度 損 益 修 正 損 80,803 87,041 6,238 107.72 95,744

計 384,594,742 392,328,668 7,733,926 102.01 409,925,909

3,074,883

3,052,849

令和３年度
上半期 ＝ 110.35 円

令和４年度
上半期 ＝ 113.12 円

雑 収 益 4,858,389 5,956,106 1,097,717 122.59 5,968,334
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（３）料金の状況

435,916

467,740

31,824

107.3

（４）有収水量の状況

3,074,883

3,052,849

△ 22,034

99.3

（５）配水量の状況

3,481,321

3,397,669

△ 83,652

97.6

（６）給水負担金の状況

項目

(件)

(円)

（７）検針・徴収の状況

70,492 70,826 75,122 72,249 75,631

（単位：千円、税込）

9 合計
月

4 5 6 7 8
年・率

令和４年度上半期 72,133 71,412 68,597 87,486 80,710 87,402

令和３年度上半期 71,596

116.5 111.7 115.6

比
較

増減(△減) 537 920 △ 2,229 12,364

8 9 合計
年・率

8,461 11,771

比率（％） 100.8 101.3 96.9

542,233 461,874 570,475 467,975

（単位：㎥）

月
4 5 6 7

570,690

令和４年度上半期 462,956 546,746 449,762 566,580 463,314 563,491

令和３年度上半期 461,636

比
較

増減(△減) 1,320 4,513 △ 12,112 △ 3,895

年・率

△ 4,661 △ 7,199

比率（％） 100.3 100.8 97.4 99.3 99.0 98.7

560,513

（単位：㎥）

月
4 5 6 7 8 9 合計

令和４年度上半期 581,151 546,141 577,826 567,826 564,212

比
較

増減(△減) △ 2,920 △ 14,791 △ 14,207 △ 2,758 △ 24,681 △ 24,295

比率（％） 99.5 97.4 97.6 99.5 95.8 95.8

令和３年度上半期 令和４年度上半期
比 較

増減(△減) 比率（％）

加 入 件 数 184 159 △ 25 86.4

給 水 負 担 金 22,341,000 26,367,000 4,026,000 118.0

※内訳としては、新規申込件数が144件で給水負担金は24,790,700円、口径変更件数は15件で給水負担金は
1,576,300円となりました。

　　ア　検針

区分
延件数 ２か月平均

令和３年度上半期 令和４年度上半期 増減(△減) 令和３年度上半期 令和４年度上半期

総 検 針 件 数 69,860 71,690 1,830 23,287 23,897

　　イ　徴収

区分
延件数 ２か月平均

令和３年度上半期 令和４年度上半期 増減(△減) 令和３年度上半期 令和４年度上半期

総 徴 収 件 数 71,344 72,255 911 23,781 24,085

内
訳

銀行納付 1,796 1,669 △ 127 599

口座振替 60,167 61,049 882

556

ｺﾝﾋﾞﾆ納付 9,271 9,405 134 3,090 3,135

20,055 20,350

窓口納付 110 132 22 37 44

584,808令和３年度上半期 584,071 560,932 592,033 570,584 588,893
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４　会計

（１）重要契約の要旨 ※（　　　）内は継続事業全体の金額   

　　ア　建設改良工事等（丹羽広域事務組合少額工事事務取扱基準適用工事を除く）

契約年月日 契約金額(円) 工　　事　　名 契約の相手方

　　イ　配水管新設工事（丹羽広域事務組合少額工事事務取扱基準適用工事を除く）

契約年月日 契約金額(円) 工　　事　　名 契約の相手方

R4. 9. 6 2,673,000 高木字福地内配水管新設工事№91他 吉永建設工業㈱

R4. 9.22 4,609,000 竹田二丁目地内配水管新設工事№100 中日保安設備㈱

R4. 5.10 4,070,000 豊田二丁目地内配水管新設工事№304 ㈱丸広水道店

R4. 5.17 7,106,000 高木字稲葉地内配水管新設工事№先1他 永光建設㈱

R4. 5. 9 1,749,000 斎藤字北山地内配水管新設工事№298 ㈲マルイチ吉田水道

R4. 5. 9 1,870,000 南山名字仲畑地内配水管新設工事№346 永光建設㈱

R4. 9.26 8,140,000 竹田三丁目地内配水管支障移設工事 丸周建設㈱

R4. 9. 6 5,423,000 中小口四丁目地内配水管更新工事 ㈲マルイチ吉田水道

R4. 9. 7 8,745,000 高雄字道塚地内配水管更新工事 吉永建設工業㈱

29,040,000 高雄字南郷地内配水管更新工事 ㈲吉田設備

R4. 8.19 1,738,000 城屋敷一丁目地内配水管更新工事 ㈲新栄設備

R4. 8. 3

R4. 7.26 36,520,000 高雄字突田地内配水管更新工事 吉永建設工業㈱

R4. 7.26 20,427,000 高雄字北東川地内配水管支障移設工事その2 吉永建設工業㈱

R4. 6.21 4,235,000 下小口七丁目地内配水管更新工事その2 丸周建設㈱

R4. 6.23 21,615,000 高雄字北東川地内配水管支障移設工事 吉永建設工業㈱

R4. 5.25
  167,200,000

  (324,500,000)
上小口二丁目地内基幹管路更新工事 吉永建設工業㈱

R4. 6.10 15,510,000 下小口七丁目地内配水管更新工事 ㈲マルイチ吉田水道

R4. 5.16 3,047,000 さつきケ丘二丁目地内配水管支障移設工事 ㈱丸広水道店

R4. 5.17 66,000,000 河北配水場配水ポンプ用発電機設置工事 愛知時計電機㈱名古屋支店

R4. 4.21 24,387,000 秋田三丁目地内配水管更新工事 丸周建設㈱

R4. 5.11 9,053,000 御供所二丁目地内配水管布設工事その2 吉永建設工業㈱

R4. 4.19 6,776,000 高雄字中海道地内配水管支障移設工事 永光建設㈱

R4. 4.19 34,584,000 秋田三丁目地内配水管更新工事その2 熊沢建設㈱

R4. 4.15 13,321,000 河北配水場場内整備工事 吉永建設工業㈱

R4. 4.18 6,435,000 高雄字下山地内配水管支障移設工事 吉永建設工業㈱

R4. 4.15 2,376,000 庁舎内換気設備工事 藤田電機工業㈱

R4. 4.15 新宮一丁目地内配水管支障移設工事 丸周建設㈱

R4. 4.15 高雄字下野地内配水管支障移設工事 吉永建設工業㈱

3,300,000

3,498,000
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５ 令和３年度決算状況 

 

（１）総括事項 

 （総括） 

  水道事業経営では、施設の更新ペースが経年化に追いつかず、老朽化が深刻になりつつある中、節水型社

会の恒常化や将来の人口減少等に伴い、水需要と給水収益が減少していくことが予想され、水道事業の経営

は厳しさを増していきます。その中で施設及び管路の適時適切な更新と耐震化を推進し、合わせて経営の効

率化と財政の健全化を図り、安全で安心な水道水をいつまでも安定して供給し続けることが必要です。 

  令和３年度は、水需要と給水収益が減少していく中、施設と管路を常に健全な状態に保つための更新費用

を確保するため、平均改定率約 15％の水道料金改定をお願いし、経営基盤の強化を図りました。 

  第４次水道整備実施計画に基づく事業においては、ダウンサイジングした口径等を選定するなど今後の水

需要減少と更新費用の抑制等を意識し、基幹管路の更新及び耐震化工事の設計業務を行いました。また、被

災時においても可能な限り安定して飲料水を供給できるよう重要給水施設への配水管の耐震化工事等も施

工しました。 

  その他、水道事業への関心と理解を深めていただくため、小学校への「出張講座」や商業施設での水道 PR

イベントを開催しました。 

  今後につきましても、水道ビジョンに掲げた「安全な水道」「強靭な水道」「水道サービスの持続」の三つ

の施策を柱として事業を展開していくとともに、50 年先、100 年先を見据え、社会情勢や多様化するニーズ

と水道を取巻く諸課題に対応し、投資と財政の均衡を保ちつつお客様サービスの向上も図り、地域社会と住

民生活に不可欠な水道水を安定的に供給し続けるため、信頼性の高い水道事業の構築に努めてまいります。 

 

 （経理の状況） 

  令和３年度の収益的収支(消費税相当額抜)において、営業収益 8 億 5,090 万 8 千円に対し営業費用 8 億

9,452 万 3 千円で、営業損失は 4,361 万 5 千円となりました。営業外収益 1億 377 万 8 千円に対し、営業外

費用は 700 万 3 千円で、経常利益は 5,316 万円となりました。 

  また、特別利益は 66 万 3 千円、特別損失は 155 万 5 千円でありましたので、当年度の純利益は、5,226 万 

8 千円となりました。 

  次に、資本的収支(消費税相当額込)におきましては、3億 2,407 万 1 千円の収入に対し、支出は 5億 8,737

万円で、2億 6,329 万 9 千円の不足となりました。この不足額は、建設改良積立金 7千万円、過年度分損益

勘定留保資金 1 億 5,219 万 6 千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 4,110 万 3 千円で補て

んしました。 

 

 （改良工事） 

第４次水道整備実施計画に基づく工事において、水道施設更新事業及び基幹管路耐震化事業では、令和４ 

年度に計画している河北配水場エンジン付きポンプ更新工事及び上小口二丁目地内の基幹管路更新工事設

計業務、水道部庁舎の塗装工事などを施工しました。また、重要給水施設管路耐震化事業では、丹羽消防署

大口出張所、山名小学校、大口西保育園までの管路耐震化を図りました。経年化管路更新事業では、外坪地

内配水管更新工事をはじめ、漏水多発路線の更新工事や区域外給水解消に伴う配水管整備等も施工しました。 

  

 （業務） 

  令和３年度末の給水件数は 24,059 件、有収水量は 6,187,071 ㎥、有収率は 88.6％です。 

  新規加入、移動、臨時、口径変更等の給水申込みは、合計 774 件となり、その他として量水器及び止水栓

取替工事を 4,285 件行いました。 

  検針、徴収業務については、19名の検針委託人と職員で処理しました。なお、徴収業務のうち年度末にお

ける口座振替件数は 20,767 件となり、加入率は 86.3％となっています。 

 



（単位：円、税込）

（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

（単位：円、税抜）

(１)

(２)

(３)

(１)

(２)

(３)

(４)

(５)

43,614,974

(１)

(２)

(３)

(４)

(１)

(２) 96,775,013

53,160,039

(１)

(１) △ 891,992

52,268,047

463,447

70,000,000

122,731,494

7,002,735

雑 収 益

資 本 的 収 入 324,071,352

588,141,448

　２　営業費用

850,907,615

894,522,589

資 本 的 支 出 644,822,000

96.76

区 分 予 算 額 決 算 額

事 業 収 益 1,057,688,000 1,037,318,189

663,311

　４　営業外費用

（２）予算に対する決算状況

18,727,769

91.09

52,577,556

受 託 工 事 収 益

　１　営業収益

950,709,419982,508,000

587,370,684

13,663

7,452,625

営 業 損 失

受 取 利 息 及 び 配 当 金

798,307,803

そ の 他 の 営 業 収 益

配 水 及 び 給 水 費

22,256

受 託 工 事 費

364,039,000

93,115,460

資 産 減 耗 費

（３）損益計算書

3,196,000

予算に対する割合(％)

給 水 収 益

98.07

89.02

事 業 費 用

1,555,303

経 常 利 益

減 価 償 却 費

総 係 費

103,777,748

265,784,181

長 期 前 受 金 戻 入

4,814,722

他 会 計 負 担 金

　６　特別損失

当 年 度 純 利 益

前年度繰越利益剰余金

そ の 他 未 処 分 利 益
剰 余 金 変 動 額

当年度未処分利益剰余金

21,848,391

過 年 度 損 益 修 正 損 1,555,303

20,800

過 年 度 損 益 修 正 益 663,311

雑 支 出 2,188,013

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

　５　特別利益

　３　営業外収益
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（４）貸借対照表（令和4年3月31日） （単位：円）

１　固 定 資 産

6,818,487,276

1,265,400

固 定 資 産 合 計 6,819,752,676

２　流 動 資 産

611,390,902

56,799,212

693,620

668,883,734

7,488,636,410

9,925,450

ア

減価償却累計額

イ

258,729,045

有形固定資産合計

(１)

減価償却累計額

車 両 運 搬 具

減価償却累計額

機 械 及 び 装 置

貸 倒 引 当 金

現 金 預 金

減価償却累計額

△ 5,867,476,340

618,799

12,395,484,554

6,528,008,214

69,004,497

無 形 固 定 資 産

△ 204,583,878

カ

57,153,419

4,137,248

エ

建 物

ウ

52,381,856

(２)

構 築 物

工具器具及び備品

△ 16,622,641

資 産 合 計

減価償却累計額

オ

未 収 金

(１)

電 話 加 入 権ア

無形固定資産合計

資　　産　　の　　部

有 形 固 定 資 産

△ 5,788,202

土 地

流 動 資 産 合 計

(２)

(３)

1,265,400

179,195,992

△ 11,012,636

貯 蔵 品

△ 354,207

54,145,167

11,631,435
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907,578,833

22,455,290

930,034,123

8,987,464

35,970,508

6,978

12,399,000

37,905,865

95,269,815

16,405,030

13,232,619

2,261,990,214

63,097,208

2,354,725,071

3,380,029,009

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

賞 与 引 当 金

国庫補助金長期前受金 19,063,354

ア

△ 1,825,128,733

エ

　収益化累計額

(３) 前 受 金

(５) 預 り 金

流 動 負 債 合 計

ア

引 当 金 合 計

５　繰 延 収 益

(４)

22,455,290

３　固 定 負 債

(１) 企 業 債

引 当 金 合 計

固 定 負 債 合 計

未 払 金(２)

(２) 引 当 金

ア 退 職 給 付 引 当 金

(１) 企 業 債

　収益化累計額 △ 13,684,618

　収益化累計額

イ 県費補助金長期前受金

　収益化累計額

ウ

受 贈 財 産 評 価 額

4,087,118,947

負　　債　　の　　部

△ 55,229,336

工事負担金長期前受金

長 期 前 受 金
76,781,826

△ 2,658,324

68,461,955

12,399,000

４　流 動 負 債

引 当 金
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3,577,608,971

3,577,608,971

96,266,936

434,731,494

530,998,430

4,108,607,401

7,488,636,410

資 本 金 合 計

自 己 資 本 金 合 計

イ 出 資 金 747,568,613

ウ 組 入 資 本 金 2,812,239,712

資　　本　　の　　部　

６　資 本 金

(１) 自 己 資 本 金

ア 固 有 資 本 金 17,800,646

 ※１ 賞与引当金の取り崩し
 　　 当年度において、賞与引当金11,027,000円を取り崩し、6月期末勤勉手当に充当した。

 ※２ 貸倒引当金の取り崩し
 　　 当年度において、貸倒引当金293,722円を取り崩し、貸倒れ債権として欠損処理をした。

当 年 度 未 処 分

建 設 改 良 積 立 金

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

ウ
利 益 剰 余 金

122,731,494

負 債 資 本 合 計

利 益 剰 余 金 合 計

ア 利 益 積 立 金 30,000,000

イ 282,000,000

７　剰 余 金

(１) 資 本 剰 余 金

資 本 剰 余 金 合 計

1,198,648イ

 ※３ 建設改良積立金の取り崩し
 　　 当年度において、建設改良積立金70,000,000円を取り崩し、建設改良費に充当した。

ア 工 事 負 担 金 95,068,288

受 贈 財 産 評 価 額

(２) 利 益 剰 余 金
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